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「西表島での自然環境教育カリキュラム」の製本完成
平成16年4月に西表森林環境保全ふれあいセンターが発足し、その年に西表島内の小中学校にア

ンケート調査をお願いし環境教育に対するニーズの把握に努めてきました。並行して西表島等にお

いて自然観察会等の活動を行っている研究機関、行政機関、各種団体等との連絡会を開催し、どの

ような支援が可能であるか検討してきたところです。小中学校からのアンケート、支援ができる各

機関の両者からの情報を統合して「西表島での自然環境教育カリキュラム」をとりまとめ、今回製

本することができました。

この「西表島での自然環境教育カリキュラム」の製本の作成に際しては、「西表島エコツーリズ

ム協会」に情報収集からとりまとめまでやって頂きました。改めてお礼を申し上げます。

また、この製本の完成

を受けて、3月20日に西

表島上原多目的集会施設

にて連絡会を開催し、今

後のあり方等について意

見を頂きました。この「西

表島での自然環境教育カ

リキュラム」はこれから

西表島の小中学校に配布

する予定です。

西表島海岸林での植樹と森林教室を開催
２月２０日沖縄森林管理署と当センターで、西表島の海岸保安林の機能強化を図るため、外来樹

種のギンネム(銀合歓)を移入種対策として除伐した跡地へ、耐風・耐潮性に優れている在来樹種ハ

スノハギリの植込み試験を、大原小学校の５、６年生１７名と共に行いました。植樹したハスノハ

ギリは工芸品(お面の材料)としても使われています。

ギンネムは、明治４３年(1910年)にスリランカ(当時｢セイ

ロン｣)から沖縄本島に導入され、戦後に西表島に持ち込まれ

て旺盛な繁殖をしている移入種です。

児童達は、初めての植樹体験でしたが、ハスノハギリを１

本１本、丁寧に植え、生えているギンネムの稚樹を見つけて

は抜き取りながら「どんな木にに育つかまた見に来たい。」

と話していました。

ヤエヤマヒルギ



＊＊＊ お世話になりました ＊＊＊

平成１９年４月１日付で１名が転出し、２名が転入しました。

元自然再生指導官 佐渡 保信 （担当: 森林環境教育）

転勤先：九州森林管理局 北薩森林管理署 流域管理調整官

＊＊＊ お世話になります ＊＊＊
自然再生指導官 遠山 勝 （担当:森林環境教育）

前任地：環境省 九州地方環境事務所（熊本市） 野生生物課 課長

自然再生指導官 山下 憲明 （担当: 自然再生）

前任地：九州森林管理局（熊本市）計画部 計画課 森林施業調整官
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前任地の環境省では、鳥獣保護法、種の保存法、外来生物法等に関する業務に携

わって来ました。今般、国有林野復帰に併せ、希少野生動植物種の宝庫である西表

島で勤務出来ることに感謝すると共に、担当の西表島における森林環境教育を如何

に進めるか大変責任を感じているところです。当センターでは西表島における自然

環境教育を支援して頂く関係機関・団体等で構成する「自然環境教育ネットワーク」

を立ち上げ、「西表島での自然環境教育カリキュラム（冊子）」を作成し小中学校へ

環境教育の普及を図るべく取組むこととしています。関係者のご協力を頂きながら

取組んで参りたいと考えていますのでよろしくお願いいたします。

小生、現場業務は１０数年ぶり、加えて体力の衰えを感じる年齢を重ね、少々不

安を覚えながら赴任して参りました。

西表島は亜熱帯の地で、地理的不便を除けば環境はすばらしく、この自然景観を

保全・整備しながら国民の皆様に喜んで利用いただけるような仕事ができることに

感謝しています。

これまでに得た色々の経験を、この西表島で生かせるように努めたいと思ってい

ますので、皆様の忌憚のない意見を頂きたいと思います。

よろしくお願い致します。

お世話になりました。

昭和５８年（１９８３年）当時の西表島に住んでいた者としては、島も随分と変貌

したものだと、感慨深いものがありました。特に自然の衰退を目の当たりにして、

これが島の隆盛ということなのかとも思いましたが、やはり、西表島は竹富町役場

として世界遺産を目指されているように、少なくとも日本には類を見ない自然が残

されているのは間違いありません。

私もこの自然環境を保全するために働けということで赴任したわけですが、どの

程度の仕事ができたのか自問自答すれば恥ずかしい限りです。

「自然は人間が利用するものではない。人間は自然の中で生かされている小さな

存在だ」という言葉がありますが、私はこれを大事にしていきたいと思っています。

西表の自然の驚異に触れてなおその感を深くしました。島に関わる皆様、島に昔か

らいる、たくさんの、たくさんの、生き物、小さいもの、空を飛ぶもの、川にいる

もの、美しいもの、美しい声の持ち主、夜しか見えないもの、渡ってくる鳥、それ

らが住む貴重な場所、そこに生まれた子供たち、世界に１つの西表島をこれからも

よろしくお願いします。


